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入
箇
改
良
に

　
十
日
町
市
の
昭
和
四
十
五
矩
匿
公
，

共
事
事
費
が
こ
の
ほ
ど
決
ま
り
ま
し

た
。
村
山
雨
長
は
圃
事
藥
に
つ
い
て

か
ね
て
、
国
、
県
の
関
廉
機
関
に
対

し
て
強
力
な
働
き
か
け
を
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
総
額
八
億
九
千
六
百
乃

円
う
ち
国
、
県
追
が
六
億
九
千
万
円

と
七
五
％
と
昨
年
を
大
巾
に
上
回
わ

り
ま
し
た
．

　
【
四
十
五
年
度
公
共
亭
業
費
決
定

　
　
額
】

国
道
関
係

・
道
路
改
良
一
一
七
号
線
十
日
町

市
毒
町
通
り
　
一
億
二
千
万
円

・
道
路
改
良
二
五
三
号
線
　
十
日
町

八
箇
　
二
億
九
千
万
円
（
外
に
六
日

町
側
一
億
七
千
万
円
）

●
舗
鼓
新
設
二
五
三
号
線
十
日

町
市
笹
ノ
沢
池
ノ
平
　
六
千
万
円

・
橋
架
盛
備
　
二
五
三
号
線
（
色
見

橋
り
八
箇
二
千
四
百
力
円

・
僑
架
整
側
　
二
五
三
号
線
（
中
ノ

帥ぼ脚卿層

一
億
九
千
万
円

総
額
八
億
九
千
六
百
万
円

春
の
消
防
演
習
終
わ
る

一傭脚卿卿”口醒卿㎜躍π9制
ぼ
擢
　
十
日
町
市
の
春
季
消
防
演
習
は

”鍾
去
る
七
日
午
前
七
時
半
の
点

繹”
鐘
を
合
図
に
．
市
役
所
前
広
場

㎜㎜
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

躍
　
全
而
消
防
団
全
員
が
参
加
し

層一
　
て
、
団
幽
の
姿
勢
、
服
装
点
検

㎜
馨
羅
具
嚢
に
つ

㎜
　
い
て
ポ
ン
ブ
操
伝
が
あ
り
、
こ

虚
　
｝
し
は
じ
め
て
披
露
さ
れ
た
屈

一

沢
儲
）
八
箇
　
二
千
五
白
万
円

・
橋
架
整
備
　
二
五
三
号
線
（
常
世

橋
）
八
箇
　
一
千
六
百
万
円

・
防
雪
（
消
雷
バ
イ
ブ
）
一
一
七
号

線
旭
鞠
　
四
、
白
五
十
万
円

・
防
雪
（
消
害
パ
イ
ブ
）
一
一
七
号

線
ス
黒
沢
三
百
六
十
万
円

・
防
雪
（
段
切
》
二
五
三
号
線
名

ケ
山
　
三
百
九
十
万
円

・
特
改
三
種
　
二
五
二
号
線
　
北
原

七
百
力
円

・
道
路
改
良
　
二
五
二
号
線
　
市
之

沢
三
千
万
円

・
橋
禦
整
傭
　
一
一
七
号
線
（
飛
渡

橋
）
上
、
新
田
　
一
千
五
百
万
円

・
橋
梨
整
備
　
耀
一
七
号
線
（
貝
野

川
橘
）
貝
μ
川
一
±
百
力
均

・
訪
雷
（
段
切
）
二
五
二
号
線
　
嘉

勝
三
百
万
円
　
計
六
億
一
千
五
百
万

円
．地
方
道
関
係

・
特
改
一
種
　
十
q
町
羽
倉
線
　
鐙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

折
ハ
シ
ゴ
宙
を
は
じ
め
と
す
る

消
防
自
動
慮
九
台
が
一
せ
い
放

水
を
行
な
い
演
習
を
終
わ
り
ま

し
た
。
こ
の
あ
と
各
地
区
分
団

の
市
中
行
進
が
行
な
わ
れ
、
市

民
体
育
舘
で
表
彰
伝
達
、
講
評

訓
ホ
な
ど
が
あ
っ
て
春
の
演
習

行
事
を
終
了
し
ま
し
た
。

坂
七
百
万
円

・
十
日
町
塩
沢
線
麻
畑
　
五
百
万

円・
水
沢
石
打
停
軍
場
線
　
市
之
沢
五

百
五
＋
万
円

・
姿
土
巾
停
皐
場
線
士
市
四
百

万
円

・
城
内
焼
野
線
　
西
枯
木
又
　
四
百

万
円
・
明
神
下
条
停
車
場
線
　
為
永
　
五

百
万
円

・
特
改
二
種
　
十
日
岡
塩
沢
停
車
場

線
　
ニ
ツ
屋
　
二
戸
万
円

・
十
日
町
羽
倉
線
安
養
寺
三
百

万
円

●
舗
装
新
設
　
小
千
谷
千
手
十
日
的

線
山
谷
　
一
千
二
百
万
円

・
凍
毯
害
防
止
　
水
沢
石
打
停
軍
場

線
大
石
三
百
力
円

「・凍
雪
害
防
止
　
当
間
土
甫
線

島
　
大
石
　
三
百
三
＋
万
円

・
防
雪
（
消
露
バ
イ
ブ
）
余
川
十
日

町
線
　
若
宮
町
　
＝
百
十
万
円

　
計
五
千
五
百
九
十
万
円

市
町
村
道
関
係

・
特
改
一
種
　
吉
田
一
号
線
　
山
谷

四
百
万
円

●
特
改
四
種
　
川
原
町
北
条
線
　
新

座
五
百
万
円

都
市
計
口
街
路
8
業

・
改
良
　
駅
通
り
川
原
線
　
駅
通
り

一
千
二
百
、
乃
円

　
川
治
　
昭
和
町
線
　
昭
和
町
一

八
百
万
円

・
舗
装
　
本
町
四
線
　
千
代
田
町

四
肖
五
＋
万
円

都
市
計
画
公
園
事
業

・
寿
北
児
童
公
園
　
寿
町
四
　
三
百

北
越
北
線
用
地
買
収
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
開
発
公
社
の
本
年
度
事
業

　
十
日
町
期
区
開
発
公
社
は
．
咋
年

　
十
月
畑
事
の
認
司
を
得
ま
し
た
が
、

　本年展事

業
計
画
は
、
下
水
道
終
末

　
処
理
場
用
地
売
却
峯
業
、
北
越
北
線

　
代
替
地
買
収
事
業
な
ど
が
主
々
も
の

　
で
す
が
、
同
公
杜
の
藁
務
は
、
本
年

　
四
月
新
設
さ
れ
た
都
巾
開
発
課
の
な

．
か
に
お
い
て
担
当
す
る
し
と
に
な
り

．
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

　
協
力
を
翁
願
い
い
た
し
ま
す
。

ぞ

2學
叢
名
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ヒー

癬
｝
嚢
名

面
積
金
額

事
業
名

下
水
道
終
未
処
理
場

用
地
売
却
事
業

八
千
二
百
五
†
平
万
祝

八
百
四
十
四
万
五
千
円

北
越
北
線
代
替
地
買

収
事
業

千
平
方
齎

七
百
五
＋
万
円

域
之
古
工
鳩
団
地
造

成
分
譲
事
業

　
＋
万
平
方
齎

事金
業
名額

金面

額積

　
万
円
、
都
市
齢
酉
水
路
事
業

　
　
・
中
沢
下
水
路
袋
町
七
百
五
十

　
万
円

　
砂
防
関
係

　
　
・
地
す
べ
り
対
策
　
塑
根
川
　
塩
之

　
又
六
百
万
円

　
　
・
堰
堤
工
　
田
川
　
津
池
　
九
．
百
万

　
円

　
　
・
ぐ
す
れ
川
　
塩
之
又
　
四
百
万
円

　
　
・
蛇
は
み
川
柴
倉
　
六
百
七
十
万

　
円

　
　
・
前
の
沢
川
　
鰍
納
沢
　
五
百
万
円

　
　
・
裏
の
沢
川
　
山
本
　
七
百
七
十
万

　
円
　
河
川
関
係

　
　
・
小
規
模
河
川
　
川
治
川
　
高
山

　
二
千
七
百
万
円

　
　
・
か
規
模
河
川
　
中
沢
川
　
島
　
ニ

　
キ
六
百
万
円

　
　
・
局
部
改
修
　
当
間
川
　
中
在
家

　
五
百
万
円

　
　
・
局
部
改
修
　
晒
川
　
学
校
町
六

　
百
万
円

　
　
・
局
部
改
修
上
入
井
田
川
尾
崎

　
　
七
百
万
円

　
　
・
局
部
改
修
　
最
明
寺
川
　
下
島

　
　
三
百
万
円

　
　
・
直
轄
改
修
信
濃
川
中
条
新
田

　
　
七
．
百
万
円

　
　
・
信
罎
川
　
高
山
　
一
千
四
百
万
円

　
　
・
信
濃
川
城
之
百
七
百
二
＋
万

　
　
円

　
　
治
山
関
係

漆

一
一
億
一
千
万
円

学
校
用
地
行
先
買
収

事
業
二
午
七
百
五
十
平
万
齎

八
百
五
＋
万
円

・
復
旧
治
山
　
八
箇
　
池
沢
　
加
勝

一
千
九
百
三
十
万
円

・
地
す
べ
り
防
止
枯
木
又
　
三
ケ

村
　
慶
地
　
二
午
二
百
九
十
万
円

・
な
だ
れ
防
止
古
寺
沢
六
箇

市
之
沢
　
四
百
五
†
万
円

　
合
計
　
八
億
九
千
六
百
二
十
万
円

庭
野
ざ
ん
に

勲
五
等

　十日

町
市
島
、
庭
野
清
卑
さ
ん
は

昭
和
四
十
丑
年
春
ゲ
叙
勲
に
、
勲
五

等
瑞
宝
童
を
受
童
し
、
去
る
九
日
県

庁
で
伝
達
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
．

匠
野
さ
ん
は
、
地
方
厳
会
、
農
業
行

政
、
法
扮
行
政
な
ど
に
献
身
さ
れ
、

功
績
が
あ
“
、
た
と
い
う
も
の
で
す
．

面
積

地
方
税
法
の

地
万
科
法
の
一
部
が
昭
和
四
十
五

年
四
月
十
七
日
国
会
で
成
立
し
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で

市
税
関
係
部
分
の
大
要
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
　
　
（
別
表
①
）

2
、
固
定
資
産
税

　
土
地
に
つ
い
て
、
昭
和
四
十
五
年

度
血
評
価
替
え
が
実
施
さ
れ
、
昭
和

三
十
八
年
度
と
昭
和
四
十
五
琿
度
と

の
上
昇
率
の
ヌ
分
に
よ
り
、
昭
和
四

十
四
年
度
の
価
格
に
負
担
調
整
率
を

乗
じ
、
課
税
標
準
額
を
算
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
．
　
（
別
表
②
）

　
小
川
助
役
、
高
木
収
入
役
を
選
任

　
　
　
　
　
　
　
市
議
会
第
二
回
臨
時
会

　市

議
会
第
二
回
臨
隠
会
は
、
去
月
㎜
助
役
に
小
川
彦
一
郎
氏
、
収
入
役
に

驕
鶉
器
懇
舞
講
肱
携
鰭
再
任
す

市
内
施
設
見
学
を
実
施

　
　
　
　
　
参
加
希
望
者
は
ど
う
ぞ

　
南
で
は
咋
鉢
に
引
続
き
市
内
施
設

見
学
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は

市
の
施
毅
を
バ
ス
で
案
内
し
市
咳
の

伏
況
を
見
て
も
ら
い
、
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
の
行
事
で
す
。

申
し
込
み
の
嬰
領
は
つ
ぎ
の
と
あ
り

で
す
。

参
　
加
　
者

　
十
日
町
市
民
で
、
成
人
者
で
あ
る

こ
と
（
こ
ど
も
の
同
伴
は
ご
漂
慮
く

だ
さ
い
）

申
し
込
み
方
法

青
少
年
ホ
ー
ム
、
下
条
栄
檎
経
田
、

吉
出
小
泉
地
区
農
業
構
造
敵
善
事
業

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
、
衛
住
セ
ン
タ
ー

細
尾
ホ
ッ
プ
園
、
南
中
学
校
寄
．
宿
舎

市
役
所
午
後
五
時
解
散

　
な
お
コ
ー
ス
は
一
部
変
史
す
る
場

合
も
あ
り
、
中
食
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。そ
　
の
　
他

　
パ
ス
の
定
員
は
、
一
台
五
十
人
で

す
か
ら
、
全
日
程
で
二
百
人
見
学
す

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
日
に
よ
っ
て

五
牙
人
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
せ
ん

の
う
え
、
見
学
臼
を
変
史
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
ご

承
知
く
だ
さ
い
。

　表1

麟

　
見
学
希
望
者
は
、
官
製
ハ
ガ
キ
で

住
助
、
氏
名
を
明
記
し
、
六
月
二
十

日
ま
で
に
、
＋
日
町
市
役
所
市
長
公

室
あ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な

お
見
学
期
日
に
つ
い
て
第
一
希
望
、

第
二
希
塾
ま
で
お
膚
き
ト
さ
い
。

見
学
期
日
（
予
定
）

　
七
月
十
三
日
（
月
）
＋
四
ハ
火
）

十
五
日
（
水
）
十
六
日
（
木
）
侮
回

一
台
で
見
学
し
ま
す
。

見
学
コ
ー
ス
～
時
聞

　
午
前
九
時
市
役
所
前
集
合
、
勤
労

市民税
　　 種 　　　目　　　！現行　改正差引増渉
　　　　　　　　　　　　　ロ
1．基礎控除額ll2万円i3万円1万円
2。配隅　者　控　除　額ii10万円ll万円　1万円
　　　　　　　　　　　　　ロ3。扶　養　控　除　額ll6万円18万円2万円

鵬趨鰭世帯の柳9万円1万円
4黎重控羅老年者・勤1…7万昨万円い万円

5．特別障君者控除額（L2級）i 9万円10万円　1万円

6．医療費控除額の限度額 ll5万円30万円…15万円

門
部
改
正

3
、
都
市
計
画
税

　
固
定
資
産
税
と
同
様
、
評
価
替
え

を
実
施
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
負

損
調
整
は
、
昭
和
四
十
四
年
度
と
、

6．医療難除額の限度額
15万円3・万円i15万円i

　上昇率による負担調整率表　表2
　　　　格　一担調整率
上昇率r一

現ニニ行．一回一一』一』亟二』 歪
．

i－『影禰…1．1倍i　i。陪
　　　　　　　　　レ3倍～8倍未満「　　1．2　　　　1　　i．2

　　　　ア8倍～25倍未満i　l，3　　　　i　　L3

25倍以上i　－　 i　l．4
　上昇率による負担調整率表　表3

　
『
ず
ド

率
一
殖
疑
博

整
頸

調
‘　
行
｝
倍

担負　
　
　
え
バ
　
ろ
　
　
の
ノ

　
現
㌔
2
響
酔
ー

　
　
ハ…
｝
満
満
上

　
ザ
　
　
　
　

率
二

禾
倍
以

　
　
　
　
　
　

　
　
　
な
　
り

昇
こ
奮
倍
倍

上
二
・
－
口
．
陸
旨

三
泓
満
上

格
行
㎜
未

　
　
　
キ
け
ワ
　
　
　

墾
倍
輔
倍

　
　
　
3
賠
8

　

　
　
一

昭
和
四
十
五
年
度
と
の
上
昇
率
に
よ

り
課
税
標
鰭
を
算
出
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
（
別
表
③
）

　
こ
の
ほ
か
、
若
午
の
改
正
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

い
つ
で
も
加
入
で
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
1
交
通
災
害
共
済

　
「
交
通
事
故
U
へ
の
願
い
」
も
む

な
し
く
、
あ
い
つ
ぎ
交
通
事
故
が
起

り
、
変
通
安
全
対
策
と
と
も
に
事
故

の
事
後
処
埋
対
簾
も
ゆ
る
が
せ
に
で

き
な
い
状
態
‘
な
り
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
で
は
、
昭
和
四
十
三
年

県
変
通
災
害
共
済
組
合
を
結
成
し
、

全
市
民
へ
そ
の
加
人
を
呼
び
か
け
て

き
ま
し
た
が
、
今
ま
で
二
ヵ
年
と
も

に
加
入
畢
は
二
十
三
～
二
＋
四
％
と

い
う
低
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
よ
う
や
く
三
十
％
を
越
え

年
度
末
に
は
三
十
一
ぞ
三
＋
二
％
に

な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
．

給
付
も
多
く
な
り
、
昨
年
は
死
亡
三

件
（
一
件
五
十
万
円
）
百
五
十
万
円

そ
の
他
バ
十
九
件
、
合
計
二
百
八
十

二
万
五
千
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
時
期
を
間
わ
す
い
つ
で
も
加
入
で

き
ま
す
。
万
一
に
備
え
て
各
琢
庭
の

加
入
を
是
非
お
ね
が
い
し
ま
す
．

（
加
入
の
年
続
は
、
市
役
所
庶
務
課

も
し
く
は
各
出
張
所
．
市
内
の
各
銀

行
、
農
協
で
行
な
っ
て
い
ま
す
）

投
．
票
率
7
8
％

　
　
　
　
知
事
選
開
票
結
果

　
新
潟
県
知
事
選
挙
は
、
去
月
二
†

六
日
行
な
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果

つ
ぎ
の
と
お
り
で
、
去
る
四
十
一
年

の
投
票
事
㌘
○
・
〇
四
％
上
回
り
七

＋
八
％
で
し
た
。

　
当
日
の
有
権
者
三
万
二
千
百
二
十

三
人

投
票
数
　
二
刀
五
午
五
十
五
人

有
効
投
票
　
二
万
四
千
七
百
二
十
二

　
　
　
人

無
効
三
百
三
十
三
八

投
票
郵
　
七
十
八
％

郵
便
番
号
の
普
及

で
市
役
所
が
表
彰

　
十
日
町
郵
便
局
で
は
、
こ
の
ほ
ど

郵
便
週
間
に
ち
な
み
、
日
ご
ろ
の
郵

　
ぎ
　
ハ
　
に
　
　
む
　
の
あ
　
レ

一
に
協
力
し
て
い
る
市
役
所
華
、

羅
で
表
彰
状
を
お
く
．
護

今だ！市民総ぐるみで交通事故をなくしよう。

悲しむ前にまづ家族で交通安全を考えよう

『
）

ン

／悲しみの交通事故1　　　　　‘明日はわが身；

市
の
制
度
金

融
ご
案
内

　
商
店
街
等
近
代
化
資
金

貸
付
限
度
額
　
　
　
　
百
五
十
万
円

貸
付
期
聞
　
　
　
　
　
六
ヵ
年
以
内

剰
率
　
　
　
　
　
年
八
％

返
済
万
法
　
貸
付
年
度
据
置
五
ヵ
年

　
　
　
　
均
箸
償
還

　
設
備
改
善
資
金

負
付
限
展
額
　
　
　
　
七
十
五
万
円

貸
付
期
間
　
　
　
　
　
二
ヵ
年
以
内

利
率
　
　
　
　
　
年
八
％

返
済
方
法
　
二
ヵ
月
据
置
、
二
十
二

　
　
　
　
ヵ
月
均
等
償
還

　
　
　
　
k
、

　
　
　
　
　
　
ロ
　
セ
ヒ
セ
　

・
年
期
㎜

　
　
　
　
o
　
m
一

前
祠
－
』
…
…
…
L

淡
済
者

　
　
　
　
0
　
2
｝

通
共
入

変
害
加

　
　
　
　
　
　
…
L

運
転
資
金

　
産
業
育
成
資
金

貸
付
限
度
額
　
　
　
　
五
十
万
円

貸
付
期
間
　
　
　
　
十
二
ヵ
月
以
内

利
率
　
　
　
　
　
年
八
％

返
済
万
法
　
三
ヵ
月
一
括
返
済
ま
た

　
　
　
　
は
十
二
ヵ
月
月
賦
返
済

　
申
し
込
み
は
、
市
商
工
課
、
商
工

会
議
所
、
水
沢
商
工
会
へ
毎
月
二
十

五
日
ま
で
に
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
伊
ゆ
う
あ
い
号
4

　
献
血
車
の
日
程

市内交通事故発生状況

45．4現在

死者O
負傷者6

場　日場　日
所 時所　時

五
月
二
十
日
．
午
前
十
時

5
十
一
時
三
＋
分

駅
通
り
十
日
町
郵
便
局

五
月
二
十
日
　
午
後
一
時

～
三
時

本
酊
六
丁
目
　
根
茂
織
物

K
K

〔
注
〕

　
十
回
以
ト
献
皿
し
て
あ
る
方
は
而
・

保
険
衛
住
課
ま
で
手
帳
を
お
届
け
く

だ
さ
い
。停
電
の
お
し

ら
せ

五
月
十
九
日
（
9
時
～
氾
時
）

　
高
山
一
部
（
高
山
農
協
西
側
逸
り
）

五
月
二
十
日
（
9
時
～
氾
時
）

　
稲
荷
聞
三
北
通
り

五
月
二
十
齢
日
（
8
時
～
1
2
時
）

　
大
黒
沢
、
小
黒
沢
、
伊
達
、
新
宮

天
池
、
細
尾
、
土
市
、
宮
栗
、
水
堀
　
…

姿
、
安
養
寺
、
新
屋
敷
、
本
屋
敷

五
月
二
十
二
日
（
9
時
～
1
2
時
）

局
田
町
三
庭
勤
健
一
郎
5
高
田
町
山

松
石
油
裏
全
部

五
月
二
十
六
日
（
士
一
蒔
三
十
“

分
5
十
五
時
三
十
分
）

四
日
町
天
王
様
～
信
濃
川
々
原
間

　
　
　
　
　
　
　
i
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目
立
つ
農
家
の
減
少
傾
向

　
一
九
七
〇
ε
世
界
農
林
業
セ
ン
サ

ス
の
概
要
が
こ
の
ほ
ど
市
商
工
課
統

計
係
で
ま
叢
呈
し
た
．

　
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
市
内
の
農

家
縁
数
は
四
手
竃
百
八
十
四
β
で
、

去
る
四
十
年
の
四
千
八
百
三
十
三
戸

に
比
べ
』
言
四
十
九
戸
減
り
、
五

・
二
％
の
減
少
を
み
せ
て
⑯
り
、
全

体
と
し
て
滅
小
の
傾
向
に
あ
り
ま

1970年農林業セソサス慨要

第
二
種
兼
業
農
家
は
増
え
る

す
．
　
一
方
規
倶
別
に
み
ま
す
と
、
○
・

五
診
未
満
が
三
・
八
％
、
一
・
五

診
以
上
が
一
・
五
％
と
、
い
す
れ

も
増
え
た
の
に
反
し
、
○
・
五
ぞ
一

●
五
未
満
農
家
が
○
・
五
％
と
大
巾

に
減
少
し
ま
し
た
．

　
ま
た
專
兼
業
別
で
は
、
農
家
総
敬

は
も
ち
論
、
農
葉
を
主
と
す
る
い
わ

比
旧町村別 35年 40年 45年 対35年対40年 対40年

一
斤

一
斥

一
月

一
月

一
F 減少割。

十日町 476 432 381 △　95△　51 11．8％

中　　条 1，162 1，口2 1．04 △120△　70 6．3
下　　条 763 736 70 △　60△　33 4．5

吉　　田 776 757 72 △　47 △　28 3．7

水　　沢 968 952 9171△　51 △　35 3．7

貝　　野

六　　箇

ll9

229

116

221

”41△　5
2。71△盟△　2

△　14

1．7

6．3

川　　治

　計

530

5，023

507

4，838麗ぷ
△　16

△249

3．2

5．2

ゆ
る
第
一
種
兼
藁
農
眠
が
減
少
し
、
　
生
活
者
あ
る
い
は
、
老
人
世
帯
と
い

農
業
を
従
と
す
る
、
．
第
二
種
兼
藁
農
　
っ
た
世
帯
主
が
多
く
、
実
質
的
な
専

家
が
増
加
傾
向
が
強
く
な
っ
て
お
り
業
農
家
が
少
な
く
な
，
て
き
て
い
る

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
こ
と
で
注
目
さ
れ
て
い
ま

な
お
現
在
の
髪
募
析
し
｝
．

て
み
ま
す
と
、
総
数
二
百
一
戸
の
う
一

ち
、
ほ
と
ん
ど
が
恩
給
生
活
、
年
金
［

こ
と
し
の
成
人
者
八
百
十
七
人

市
長
賞
に
島
田
君

　
昭
和
四
十
五
年
度
の
十
日
町
市
成

人
式
は
、
五
月
晴
れ
の
去
る
十
日
、
十

日
町
市
民
体
胃
舘
で
、
八
百
十
七
人

の
成
人
者
が
出
席
し
て
盛
大
に
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
二
十
才
の
門
出
を
迎
え
た
成
人
者

は
、
装
い
も
新
た
に
大
き
な
希
望
を

胸
に
ふ
く
ら
ま
せ
て
お
り
ま
し
た
●

　
当
U
は
、
小
川
助
役
の
開
式
亘
言

に
は
じ
ま
り
、
村
山
市
長
か
ら
現
代

を
に
な
う
若
人
の
将
来
の
指
針
と
し

激
励
の
こ
と
ぱ
が
お
く
ら
れ
た
あ

と
、
二
十
才
の
記
録
の
入
賞
者
発
表

と
衰
彰
、
つ
づ
い
て
島
田
而
議
会
議

長
、
本
田
市
教
委
委
員
長
ら
の
祝
辞

論
呂
＝
鱒
器
認
闘
－
器
認
認
器
認
認
謡
ー
＝
＝
講
認
鵠
認
器
i
器
認
器
器
＝
器
謁
ー

水道の合理化へ
六月一日から水道週間

瀟蕪
難縄㎜製羅難切

耀
利
用
と
水
遣
を
守
る
こ
と
に
努
力
し

て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
新
潟
県
で
は

は
じ
め
て
と
い
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
（
遠
乃
監
視
制
御
装
置
）
を

設
置
し
て
い
る
、
市
の
水
道
の
現
況

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
．

　
市
の
水
道
は
、
現
在
而
街
地
を
中

心
と
し
て
五
千
四
百
世
帯
、
二
万
五

千
八
に
給
水
さ
れ
、
八
十
八
％
の
普

及
郵
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
常
時
四

ヵ
所
の
水
源
か
ら
正
常
な
給
水
に
合

理
化
を
図
る
た
め
、
第
二
次
拡
張
峯

粟
の
な
か
で
、
遠
万
監
視
制
御
装
置

を
設
け
た
も
の
で
す
．
こ
の
た
め
交

通
不
便
な
冬
期
聞
で
も
、
鳳
回
り
や

常
駐
員
の
交
替
な
ど
多
く
の
人
手
も

い
ら
す
近
代
化
さ
れ
て
い
ま
す
．

が
述
べ
ら
れ
成
人
者
代
表
の
謝
辞
が

あ
っ
て
式
を
終
わ
り
ま
し
た
4
こ
の

あ
と
「
自
分
の
顔
に
責
任
を
も
て
」

と
題
し
て
、
朝
目
新
聞
社
扇
谷
正
造

氏
の
講
演
と
十
日
町
小
学
校
器
楽
ク

ラ
プ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
意
義
あ

る
成
人
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

二
十
才
の
記
録
入
賞
者
（
ア

ィ
ゥ
エ
ォ
順
）

市
長
賞
　
島
田
孝
三
　
十
日
町
市

北
鐙
坂
「
わ
た
し
の
青
春
」
矢
ロ
峰

子
手
葉
而
今
井
町
一
、
一
〇
〇
福

山
方
「
わ
た
し
の
青
春
」

市
議
舎
議
長
賞
中
島
ハ
ツ
エ

十
日
町
市
新
座
甲
一
、
一
一
六
〇

「
わ
た
し
の
青
春
」
水
落
友
章
十

日
町
市
東
下
組
、
三
三
三
四
「
わ
が

友
』教
育
委
員
会
賞
　
池
田
く
に
子

＋
日
箪
条
池
田
馨
所
「
こ
ん
珂
九
看
め
て
羅
を
得

な
仕
事
に
一
生
を
捧
げ
た
い
」
　
徳
て
』

永
吉
子
十
日
町
市
山
本
関
芳
織
物
公
民
舘
長
賞
　
金
沢
武
男
　
＋

「
詩
・
二
十
歳
」
　
　
　
　
　
　
　
日
町
市
珠
川
「
わ
た
し
の
訴
え
た
い

選
挙
管
理
委
員
会
賞
高
僑
チ
こ
と
」
南
雲
の
ぶ
子
＋
日
町
市
八

ヨ
　
十
日
町
製
糸
工
場
「
わ
た
し
の
箇
甲
三
三
一
「
十
日
町
市
民
と
し
て

青
春
」
高
橋
成
明
十
日
町
市
春
日
思
う
こ
と
」

家
屋
の
評
価
が

　
　
　
　
　
　
　
　
変
り

　
昭
和
四
十
五
年
度
の
家
屋
の
評
価

は
、
基
準
年
度
に
よ
る
評
価
替
の
基

本
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

本
而
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
万

法
で
行
な
い
ま
し
た
．
昭
和
四
十
四

年
度
課
税
標
準
が
本
則
評
価
額
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
比
率
を
示
し
て

い
る
か
を
求
め
ま
す
．
こ
の
比
事
の

事
を
評
価
水
雌
と
よ
ん
で
い
ま
す
。

　
昭
和
四
十
五
年
度
の
課
税
標
懲
額

は
、
こ
の
評
価
水
準
に
よ
り
、
昭
和

四
十
四
年
度
の
課
税
標
箪
額
を
基
礎

と
し
て
、
各
々
別
記
の
よ
う
に
算
出

さ
れ
た
も
の
で
す
●

①
昭
和
四
十
四
年
度
の
腿
税

口
準
額
よ
り
減
価
さ
れ
る
も

の　
〈
評
価
水
準
・
木
造
・
非
木
造
の

　
　
順
〉

▽
一
〇
一
％
以
上
の
も
の
髄
評
価
水

　
準
一
〇
〇
％
ま
で
減
価
　
木
造
と

　
同
じ

▽
八
十
一
％
5
一
〇
〇
％
の
も
の
”

　
昭
和
四
十
四
年
度
課
税
標
鰭
額
の

　
三
％
を
減
価
す
る
　
昭
和
四
十
四

　
年
度
課
税
標
準
の
一
・
七
％
を
減

価
す
る

▽
七
十
一
％
5
八
○
％
の
も
の
　
昭

　
和
四
十
四
年
度
課
税
標
準
額
の
二

％
を
減
価
す
る
　
i

②
昭
和
四
十
四
度
の
課
税
樋

準
額
よ
り
引
き
上
げ
ら
れ
る

印
紙
税
の
書
式
表
示

　
　
　
　
　
に
よ
る
納
付
の
利
用

　
印
紙
税
の
納
付
万
法
は
、
課
税
対

象
と
な
る
文
書
に
印
細
を
は
っ
て
消

印
を
す
る
方
法
が
原
則
で
す
が
、
課

税
鮒
象
と
な
る
文
書
で
あ
っ
て
も
商

品
券
．
物
品
、
有
価
証
券
の
譲
渡
契

約
書
、
受
取
書
等
毎
月
継
続
し
て
多

量
に
狛
行
す
る
楊
合
、
配
当
金
領
収

書
、
株
券
出
資
証
券
等
特
定
の
日
に

多
量
に
発
行
す
る
櫛
合
に
は
、
い
ち

い
ち
印
紙
を
は
っ
て
消
印
す
る
手
数

を
省
略
す
る
た
め
に
、
税
務
署
長
の

承
認
を
受
け
て
、
あ
ら
か
じ
め
こ
れ

ら
の
課
税
又
轡
に
一
定
の
書
式
を
印

刷
し
て
お
き
、
作
成
使
用
し
た
枚
数

に
応
じ
て
後
日
一
括
し
て
申
告
納
税

す
る
万
法
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
ご
不
明
の
点
は
税
務
署
聞

税
課
ま
で
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

　
　
ま
す

も
の
（
不
均
衡
是
正
）

▽
六
十
九
％
以
下
の
も
の
”
昭
和
四

　
十
四
年
度
課
税
標
準
額
の
最
高
一

　
・
三
倍
を
限
展
と
し
て
引
き
上
げ

　
る
　
　
ー

▽
七
十
九
％
以
下
の
も
の
H
　
l

　
昭
和
四
十
四
年
度
課
税
標
準
額
の

　
最
商
一
・
三
催
を
限
度
と
し
て
引

　
き
上
げ
る

③
昭
和
四
＋
四
年
度
の
繰
税

欄
準
額
が
そ
の
ま
』
据
え
置

か
れ
る
も
の

▽
七
十
％
の
も
の
“
昭
相
四
十
四
年

門
度
課
税
標
額
を
据
え
置
く
　
i

▽
八
十
％
の
も
の
“
眺
ー
昭
和

　
四
十
四
年
度
課
税
標
準
額
を
据
え

　
置
く

▽
七
十
一
％
～
一
〇
〇
％
の
も
の
“

　
そ
の
家
屋
が
残
価
（
二
十
％
）
に
達

　
し
た
も
の
は
昭
和
四
十
四
年
度
課

　
税
標
準
額
を
据
え
置
く
　
ー

▽
八
十
一
％
5
一
〇
〇
の
も
の
“

　
ー
　
そ
の
家
屋
が
残
価
（
二
十

　
％
）
に
達
し
た
も
の
は
昭
和
四
十

　
四
年
度
課
税
標
準
額
を
据
え
置
く

　
　
　
本
則
評
価
額
と
は

　
従
采
、
家
屋
の
大
部
分
は
、
旧
評

価
基
準
に
よ
り
評
価
さ
れ
て
い
た
の

で
す
が
、
昭
和
三
十
九
年
に
新
し
い
、

「評価
基
準
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
．

こ
の
新
評
価
基
準
を
用
い
て
、
当
市

で
は
去
る
昭
和
四
十
年
と
昭
和
四
†

一
年
両
年
に
わ
た
り
大
規
模
な
評
価

替
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
．
こ
の
新
し

い
評
価
基
準
に
よ
り
評
価
し
た
評
価

額
を
本
則
評
価
額
と
よ
ん
で
い
ま

す
．

通
勤
者
の
便
利
を
は
か
る

　
　
　
　
十
日
町
駅
で
時
間
を
一
部
改
正

十
日
町
駅
で
は
凸
通
勤
看
の
便
利
を

は
か
る
た
め
、
去
る
十
一
日
か
ら
列

車
の
発
車
お
よ
び
到
蒲
時
刻
を
つ
ぎ

の
と
お
り
改
正
し
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
　
（
カ
ッ
コ
内
は

旧
時
刻
》

十
日
町
駅
発
岩
沢
ゆ
き
7
時
4
2
分

（
8
時
2
分
）
十
日
町
駅
到
蒲
7
時

37
分
（
8
時
1
分
）
十
日
町
駅
到
藩

8
鱒
四
分
（
8
時
3
9
分
）

　
新
成
人
家
庭
教

　
育
学
級
生
募
集

　
市
公
民
舘
で
は
、
成
人
式
の
後
期

学
習
と
し
て
「
新
成
人
家
庭
教
育
学

級
生
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
な

た
の
幸
せ
な
結
婚
の
た
め
に
二
十
才

の
新
た
な
生
活
設
計
と
し
て
お
役
に

立
ち
ま
す
。

　
学
習
テ
ー
マ
は
、
1
、
愛
の
認
識

2
、
性
と
愛
情
、
3
、
結
婚
の
法
律

4
．
夫
婦
‘
い
う
も
の
、
5
、
新
し

い
家
族
関
係
で
五
月
5
七
月
ま
で
十

回
毎
週
水
曜
日
、
午
後
七
時
～
八
時

ま
で
十
日
町
公
民
舘
で
開
か
れ
ま
す

希
望
者
は
、
蓋
月
二
十
日
ま
で
に
市

公
民
舘
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
．

　
な
お
第
一
回
学
習
日
は
、
五
月
二

十
日
で
「
愛
の
認
識
」
そ
の
一
で
、

講
師
は
、
蒲
原
宏
先
生
（
県
豆
ガ
ン

セ
ン
タ
ー
）

「
は
か
り
」
の

定
期
検
査

　
今
年
も
ρ
は
か
り
の
の
定
期
検
査

が
七
月
下
旬
の
予
定
で
全
而
で
実
施

さ
れ
ま
す
が
、
取
引
、
証
明
用

に
使
用
し
て
い
る
∬
は
か
り
、
を
拘

持
ち
の
万
は
、
必
す
受
検
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
た
だ
い
ま
事
前
謂
査
中

で
す
。
該
当
者
は
必
す
、
市
商
工
課

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
定
期
検
査
を
受
け
る
計

　
量
器

　
取
引
（
売
買
）
又
は
証
明
用
に
使

用
し
て
い
る
「
は
か
り
」
商
店
、
運

送
業
、
工
場
、
事
藁
所
、
農
協
等
で

使
用
し
て
い
る
ρ
は
か
り
‘
．
学
校

病
院
等
で
使
用
し
て
い
る
佐
重
計
は

必
す
検
査
を
受
け
る
こ
と
．

◎
検
査
を
受
け
な
く
て
も

　
よ
い
は
か
り

　
学
校
の
教
材
用
は
か
り
、
農
叡
の

供
米
用
試
し
は
か
り
、
日
通
、
国
鉄

郵
便
局
等
で
使
用
し
て
い
る
は
か
り
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八箇地区

区 域
講

【 ツベルクリン接種接　種 「　接種月日
接種 時間

野中小学校区
F

9二30～10100
馬場・小学校区

6月16日（鉛

11：00～11：30

飛一小学校区

6月17口（幻

1：30～ 2＝00
三ッ山分校区 2：15・一 2：30
飛二 小学校区 2：40～ 3：00
枯木又分校区 3：15一 3：30
池谷分 校 区 4：00～ 4：15

ツベルタリン判定BCG接種
備 考

判定月日 判　定 時　悶

6月18日休）
91、；0～10：00 野中小 学校
111 り0～11¢30 馬場小 学校

6旧9日働

11 30～　2．00 飛…小 学校
2’、！5～ 2130 一　ツ　山 分校
9曽
飼　　　｝ 40～　3：00 プ1：、＿小 堅校
3115一 5130 侃木又 分校
4：‘）0～ 4：15 池　谷 分

、
校

　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
十
日
町
平

場
と
川
治
地
区
一
部
の
町
名
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
．

〔
十
日
町
市
役
所
〕

本
陶
一
上
、
下
、
本
町
東
一
、
袋
町

西
、
高
田
町
二
、
高
田
町
三
ノ
東
、

西
、
南
、
昭
和
酊
一
、
栄
町
、
泉
町

千
代
田
町
、
島
区
、
高
山
第
一
、
二

三
、
四
、
六
、
七
、
春
目
町
一
、
二

三
、
山
本
町
五
、
千
歳
悶
、
寿
町
一

二
、
三
、
四
、
高
田
酊
四
、
五
。

〔
体
胃
舘
〕

　
二
十
一
日
は
会
勘
が
青
少
年
ホ
ー

ム
に
蛮
わ
り
ま
す
．

本
町
西
一
、
本
町
二
、
三
、
四
、
五

六
の
一
、
二
、
三
、
袋
町
東
区
、
中
区

高
田
町
一
、
昭
和
町
、
二
、
三
、
四

西
寺
町
、
七
軒
町
、
加
賀
糸
屋
町
、

尋日田∫’F場・

治地1メー部※対象者6オ未満、事業所勤務者、学生を除く者
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間

北
、
南
、
本
通
り
四
、
八
幡
田
町
、
若

爵
・
睾
賢
茜
云
智
・
ン

宮
下
東
、
西
、
水
野
町
、
諏
訪
阻
、
神
ゲ

明
町
、
学
校
町
一
、
二
、
三
、
川
原
ト

町
、
田
川
町
一
、
＝
、
　
一
、
江
道
、
ン

猿
倉
．
　
　
　
　
　
レ

吉田1襲垂也区

3：10～3；30

実　施　区　域
間　接　撮　影

実　施　場　所 備　考
実施月日 時　間

新座1．2．3．4．本町7－1．2
5月25日
　（月）

1：00～

4100 新座小学校
レント
　，　よ4ゲン．早

367


